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研究成果の概要（和文）：病的賭博に代表されるなんらかの行為の対する依存は「プロセス依存」と呼ばれ、物質への
依存症と共通する病態機構を持つのではないかと推測されている。プロセス依存の基盤となる認知過程・脳内過程の解
明を目的とし、病的賭博群に対して、報酬予測や意思決定課題を用いた機能的神経画像研究を実施した。結果、病的賭
博群において報酬予測時における報酬系関連脳領域の神経活動の低下を認め、さらにその賦活の程度と罹病期間の関連
が見出され、同神経活動が病的賭博の臨床指標になりうる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Process addictions including pathological gambling have many similarities with sub
stance use disorders. To elucidate cognitive and neural bases of these conditions, functional neuroimaging
 studies applying reward anticipation or decision making tasks were conducted in subjects with pathologica
l gambling. As results, subjects with pathological gambling showed decreased activity in a broad range of 
the reward system during reward anticipation tasks. In addition, the activation was associated with durati
on of illness, suggesting that the neural activity may serve as a clinical marker of pathological gambling
.
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１．研究開始当初の背景 
 依存症には病的賭博（ギャンブル依存）や
インターネット依存などのプロセス依存と、
薬物依存のような物質依存がある。依存薬物
が直接脳などに作用する物質依存症は医療
の枠組みで捉えられ治療に繋がることも少
なくないが、プロセス依存は身体症状の欠如
などのため医療に繋がることは稀であり、疾
患としての認知度も低い。 
研究開始当初の精神医学では、病的賭博は、

WHO の診断基準 ICD-10 においても、米国
精神医学会の診断基準 DSM-IV-TR におい
ても、物質依存とは別に分類されていた。し
かし、その症状、心理・認知上の特徴からは、
プロセス依存と物質依存には共通する点も
多く、DSM 診断基準の次回の改定において
は物質依存とプロセス依存を｢依存｣という
観点から包括的に捉えるようになるという
動きがあった（結果として 2013 年に公表さ
れた DSM-5 では、プロセス依存のうち、病
的賭博のみが物質使用障害と同じ章に含め
られることになった）。 
こうした状況の中、包括的「依存」概念に
基づく生物・心理学的研究が病的賭博を中心
にいくつか行われ始めており、例えば病的賭
博と薬物依存の間には行動・認知・脳活動上
に多くの共通点が認められることも報告さ
れていた(Potenza, 2008)。また、病的賭博の
諸外国での有病率は約 1〜2%と言われるな
ど、決してまれな疾患ではなく、国内での正
確な有病率は不明であるが、男性 9.6％、女
性 1.4％という推定値も示されており（樋口
ら、2009年、厚生労働科学研究）、医学的問
題に留まらず、社会的にも大きな課題となっ
ている。しかしながら認知神経基盤に関する
研究は限られており、その実態は不明な点が
多く残されていた。 
 
 
２．研究の目的 
プロセス依存の中でも特にギャンブル依
存、インターネット依存に着目して、その病
態機構を明らかにすることを目的とした。特
に、実験心理学的課題に MRI 画像研究を組
み合わせることによって、脳内機構の解明を
目指した。 
 
 
３．研究の方法 
（１）病的賭博患者および健康対照群に対し
て、依存全般における共通病態として考えら
れる報酬に対する神経活動の異常を、先行研
究において確立した実験心理学的課題
（monetary incentive delay task: MIDT, 
Knutson et al., 2000)を用いた fMRI 研究に
よって検討した。この課題は、非特異的報酬
（依存対象以外の全般的報酬）に対する感受
性を評価する課題とみなされる。ギャンブル
に対する依存の程度は同病態の臨床現場で
広く用いられている South Oaks Gambling 

Screen (SOGS) と呼ばれるチェックリストを
用いて行った。機能的 MRI の撮像は、京都大
学・医学研究科に設置済の MRI 装置（３テス
ラ・シーメンス社）を用いて行った。 
 
（２）病的賭博を特徴づける「損失の深追い」
にも着目した。病的賭博者は損失に対して過
敏なため、損失を取り返そうとしているため
に「深追い」が発生しているのではとの仮説
を立てた。これを行動経済学の観点から説明
すると「埋没費用効果(sunk cost effect)」
にあたるのではないかと解釈し、sunk cost 
effect が生じている際に意思決定を行う際
の脳活動を fMRI にて評価した。Sunk cost 
effect とは、一旦金銭・努力・時間を投資し
てしまうと、（合理的には行動を中断するほ
うが望ましい状況においても）それを続けて
しまうという人間の限定合理性を示唆する
傾向である。 
 
（３）病的賭博に加えてインターネット依存
症にも着目した。自己記入式チェックリスト
である Generalized Problematic Internet 
Use Scale 2(GPIUS2) (Caplan, 2002)を用い
ることで、上記（１）（２）で病的賭博群あ
るいは健康対照群として研究協力を得た被
験者について、その程度を評価した。 
 
 
４．研究成果 
（１）MIDT を用いた機能的 MRI 研究を進め、
結果として 23 名の病的賭博群および年齢・
性別などをマッチさせた健康被験者群の画
像の撮像を行うことができた。また、ギャン
ブル依存の程度の評価を行った。 
これらの画像を解析した結果、本課題で被
験者が報酬を予期する時点において、病的賭
博群においても健康被験者群においても、報
酬系全域の神経活動がみられることが示さ
れた（図 1）。さらに、両群の比較においては、
島皮質など一部の領域において、病的賭博群
において、健康被験者群に比して、その神経
活動が相対的に低下していることが示され
た。さらに、病的賭博群内で見ると、左島皮
質においては、この神経活動と罹病期間との
間の逆相関および賭博中断期間との間の弱
い正の相関が示された。 
この結果は、同部位の報酬関連課題関連の
神経活動が、病的賭博の病態の進行及び改善
のマーカーとなりうることを示唆している。 
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